
＊ 注：ＥＵ科目の開講状況やシラバスの内容は変更になる場合があります。

開講される大学・研究科で確認してください。
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(a) Core Module 

 

EU 科目名： European Economy / 開講大学での科目名：欧州経済論 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

神戸大学大学院経済学研究科 ビーブンロット 後期(水曜 2 限) Ⅰ323 
目標と概要 

2007 年 1 月 1 日からＥＵ27 ヶ国は大きな転換期を向かえており、この現象について新しい情報を報告する。授

業を日本語で生徒が十分に理解できるように努力する。 

講義計画と内容 

第 1項から第 7項までは欧州連合、特に欧州連合のコーポレート・ガバナンス・システムと Expatriate につい

て解説する。第 8項から第 12 項までは欧州連合と日本の合併と買収について解説する。 

1. イントロダックション 

2. 欧州の歴史 

3. 日本における Expatriate 

4. 日本におけるドイツ人の Expatriate 

5. 現代の EU 諸国およびドイツ 

6. ＥＵのコーポレート・ガバナンス 

7. ドイツの共同決定とコーポレート・ガバナンス 

8. EU の環境と小テスト I 

9. ドイツのエネルギー法と政策 

10. EU と日本 

11.日本におけるＥＵの投資 

12.日本におけるドイツのＭ＆Ａ企業 

13.欧州における日本の投資 

14 最終発表会と小テスト II 

履修上の注意 

毎週生徒に重要な点をいろいろな質問する。これらを答えることができれば、理解力が深まると思う。 

成績評価方法 

レポート（60％）と小テスト 2回（20％X2＝40％） 

教科書・参考書 

・ Bebenroth, Ralf: German Corporate Governance Code and Most Commonly Unaccepted Recommendations: 

Introduction and Some Explanation, in: Corporate Ownership & Control, Vol. 2, Issue 2, Dec. 2005 

p. 10-14. 

・ Performance Impact at the Board Level: Corporate Governance in Japan, Forthcomming in Asian Business 

Management. 

・ Bebenroth, R. /Li, D. Outside Directors and the Japanese Board Room: An in-depth study. Forthcomming, 

in Corporate Ownership and Control, No, 5 August, 2007. 

・ Yoshida, H. /Bebenroth. R. 日産自動車と三菱自動車の経営再建における行動分析―コーポレート・ガバ

ナンスの視点から。Analysis of Restructuring – Nissan Motors versus Mitsubishi Motors. Kokumin 

Keizai Zashi, No. 194,3, Sept. 2006. (in Japanese language), p. 75-87. 

 
EU 科目名：Japan-EU Relations / 開講大学での科目名：日本ＥＵ関係論 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

神戸大学法学研究科 濵本・ジョラ 後期（土曜 2・3 限） 

10/1、10/20、11/17、12/1、

12/8、12/15、1/12 

Ⅱ161 

授業のテーマと目標 

日本と EU に関する諸問題を、日欧の実務家と議論しつつ学ぶ。 

授業内容の要旨と授業計画 

本講義は、EUIJ 関西(http://euij-kansai.jp)の枠組みで提供される講義の一つである。ルーマニアの EU 加盟

交渉（本年 1 月に実現）を担当した Jora により日本・EU 関係について基礎的な講義がなされ、濵本が補足的な
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説明を行う。そして、日欧の外交官・ビジネスマンがそれぞれの実務経験に基づいた日本・EU 関係の分析を行

い、受講生と意見交換を行う。 

講義日程および担当講師（実務家）については、EUIJ 関西 HP を参照すること。 

教科書･参考書 

特に指定しない。参考文献は初回講義時に指示する。 

履修上の注意 

・ 本講義は、全て英語で行われる。 

・ 「ヨーロッパ法」（昨年度開講）または「ヨーロッパ(EU/EC)法」（前期開講）を履修していることが望まし

い。 

・ 「アジア・EU 関係論」（前期開講）を履修しているかどうかは問わない。 

・ 講義は学外で行われる。会場および日程については、EUIJ 関西 HP および掲示を参照すること。 

成績評価方法 

質疑への参加およびレポート（英語または日本語）による。詳細は初回講義にて説明する。 

学生へのメッセージ 

本講義は、日本・EU 関係について学ぶことができる世界でも数少ない講義であると共に、 

・ 外交官など実務家と議論する 

・ 英語で議論する 

という面においても、貴重な場である。 

また、本講義は EUIJ 関西の枠組みで提供され、関西学院大学・大阪大学の学生も履修し、他大学で EU を学ぶ

学生と交流する機会としても有意義なものになるだろう。 

EU に関心がある学生のみならず、国際関係に関心がある学生、あるいは英語力を鍛えたいという学生も歓迎す

る。 
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(b) Economics Module 

 
EU 科目名： European Economy / 開講大学での科目名：ヨーロッパ経済論 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

神戸大学大学院経済学研究科 久保 後期（火曜 2 限） Ⅰ230 
目標と概要 

EU,NAFTA,MERCOSUR など、世界経済には多くの地域統合が存在する。本講義の目標は、EU 統合を対象に、地域

統合をもたらした背景、さらにはその影響について分析することにある。 

講義計画と内容 

Richard Baldwin & Charles Wyplosz（2006）”The Economics of European Integration”を輪読することに

より、EU における経済統合の内容、その影響について論じる。 

履修前後の関連科目 

本講義は EU インスティテュート関西の「EU コース」に含まれている。従って、同コースの他講義も併せ受講す

ることが望ましい。 

履修上の注意 

特になし。 

学生へのメッセージと前回の授業アンケートに基づく改善・工夫 

EU 経済の重要性を認識していることが望ましい。従って、新聞・雑誌などにより、EU について最新の動きを読

んで講義に参加するように。 

成績評価方法 

期末試験を実施する。経済学の諸理論を踏まえた論理性を重視する。 

教科書・参考書 

田中・久保編著（2006）「ヨーロッパ経済論」ミネルヴァ書房 

田中・長部・久保・岩田（2006）「現代ヨーロッパ経済・新版」有斐閣 

久保広正（2003）「欧州統合論」勁草書房 

 
EU 科目名： Applied International Economics II  

開講大学での科目名：応用国際経済学Ⅱ 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

神戸大学大学院経済学研究科 後藤 後期（火曜 3 限） 兼松記念館 

小会議室 
目標と概要 

本授業は昨年までは「地域経済統合」と題して開講されていたものである。 

地域経済統合の経済的効果についての理論的・実証的分析をテーマとし、近年、世界各地で盛んになった地域

経済統合（EU, NAFTA, APEC, AFTA, MERCOSUR など）が世界経済にどのような影響を及ぼすかを、厳密な経済

学の観点から分析する能力を身につけることを目標とする。 

講義計画と内容 

地域経済統合に関する論文（ほとんどが英文）を多数読むことによって次の点について学習する。 

＊ 地域経済統合の歴史 

＊ 地域経済統合の最近の動き 

＊ Customs Union の理論 

＊ 地域経済統合についての最近の理論 

＊ 地域経済統合の効果についての実証研究 

最初の数回の授業においては、学生に基礎知識を与えるため教官が講義を行うが、それ以降は、毎週地域経済

統合に関する重要な論文（英文中心）を選び、受講する学生が輪番で報告し、これをもとにディスカッション

するというかたちで授業をすすめる予定である。 

履修前後の関連科目 

経済原論、国際経済学、経済数学などは不可欠 

履修上の注意 

授業で取り扱う教材の中心が英文ジャーナル掲載論文であるため、履修のためにはミクロ経済学、マクロ経済
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学、（そして国際貿易論）を学習し終えていることが不可欠。また、英文の学術論文が容易に読めるだけの語

学力を有していることも不可欠。 

学生へのメッセージと前回の授業アンケートに基づく改善・工夫 

経済原論（ミクロ・マクロ）と国際経済学の知識、および英語の学術論文がほとんど辞書なしで読めるだけの

語学力がない場合には単位取得は困難である。 

成績評価方法 

輪番での論文報告（30%）、毎回の授業でのディスカッションへの貢献度(15%)、および最後のレポート（55%）

によって総合的に評価する。 

教科書・参考書 

学術誌に掲載された論文を読んでいくので特に教科書というのは定めない。強いて言えば「Journal of Economic 

Integration」の最近号を読んでおくとよい。 

 
EU 科目名：Modern EU Economy: Enlargement of Integration of EU Economy 

開講大学での科目名：経済学特殊問題Ⅵ（現代の EU 経済：統合の拡大） 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

関西学院大学経済学研究科 ブングシェ 後期（木曜 2 限） 院１号館 203 
講義概要 

ＥＵ経済は、１９９０年代以降、市場・社会・通貨統合を経て統合を深化させる一方、２００４年に旧東欧諸

国を中心に１０ヶ国、そして２００７年１月にルーマニアとブルガリアの２ヶ国を新たに加えて、２７ヶ国体

制へと拡大を遂げています。このＥＵ経済の統合の拡大には、成熟した経済の活性化と一層の経済発展が目指

されていますが、他方で失業の増大や貧困といった新たな課題をも生み出しています。本講義は、こうした現

代のＥＵ経済統合の拡大に伴う「光と影」を考察します。 

 
EU 科目名：Structure and Development of EU Automobile Industry B 

開講大学での科目名：商学特別講義（EU 自動車産業の構造と発展 B－戦略的視点－） 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

関西学院大学商学研究科 ブングシェ 後期（火曜 2 限） 院１号館 202 
講義概要 

ＥＵ自動車市場は、販売台数ベースでアメリカ市場に次いで、世界の第２位の市場規模を誇っています。一方、

この欧州自動車市場は、「グローバル・プレイヤー」たる世界の有力自動車メーカーがしのぎを削る最も競争

の激しい市場である。 

ＥＵの東欧の拡大を初め、競争が激しくなっているグローバル化の影響の中、ＥＵの自動車と部品メーカーは

特に９０年代から新しい課題と挑戦に取り組んでいる。これらを背景に本講義では、欧州自動車産業の構造と

その発展過程について、競争戦略論の視点から考察を加える。 

 
EU 科目名：the Economics of EU Environmental Policy 

開講大学での科目名：ＥＵ環境政策の経済 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

関西学院大学総合政策研究科 中野 後期（金曜 6 限） 院 1 号館 207 

講義概要 

ＥＵの環境政策については、ＥＣＳＣ、ＪＲＣなどにおける環境測定技術、標準物質・トレーサビリティ技術

など、多様な環境技術分野での共通政策立案経験を経て、ＥＣにおける単一市場統合、産業競争力強化、欧州

研究開発空間（ＥＲＡ）拡大、市民生活と職業環境改善などの共通政策と密接に関連しながら成立・発展して

きた。このような総合政策としてのＥＵ環境政策を概説する。あわせて、環境政策の経済的影響の評価方法な

どを習得・理解する。そのため、生産関数、産業連関分析などのエクセルを使った分析手法を説明し、ＰＣ教

室においてエクセル・ワークシートを使った実習をあわせて行う。 
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EU 科目名：Western (European) Economic and Social History II 

開講大学での科目名：西洋経済史Ⅱ 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

大阪大学大学院経済学研究科 佐村 後期（火曜 4 限） B105 

授業の目的  

西洋経済史研究ならびに比較経済史研究に必要な基本的知識の習得を主目的とする。   

講義内容  

西洋経済史研究ならびに比較経済史研究に関連する主要な論争やテーマをとりあげ、包括的な検討を行う。ま

た、関連の重要論文の輪読と討議を行う。 

教科書  

授業中に指示する。 

参考文献  

授業中に適宜指示する。 

成績評価  

授業や討議への参加状況ならびに学期末の研究レポートを参考に評価する。 

 
EU 科目名：Special Lectures in Economics (Economics of Global Warming) 

開講大学での科目名：経済学特論（地球温暖化の経済学 07） 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

大阪大学大学院経済学研究科 西條 後期（火曜 6 限*） 

*18:00～21:00 

中ノ島センター 

授業の目的  

2004 年にロシアが京都議定書を批准し，2005 年 2 月には議定書が発効した.本講義の目的は，締約国会議等の

動向を注意深く観察しつつ，経済学の視点から京都議定書を評価し，国内制度設計を試み，さらには，ポスト

京都の制度はどうあるべきかを探ることを目的とする.とりわけ，排出権取引の制度設計に注目する   

講義内容  

数多くのゲストレクチュアラーを予定している.さらには，京都メカニズムに関する文献を受講者が輪読すると

いうゼミ形式もとる.アカデミックな論文のみならず各国の交渉担当者による文献なども読む予定である.   

履修条件・受講条件 

 とくになし   

講義内容  

教科書・参考文献  

教科書 とくになし. 

講義情報は，10 月 1日までに西條のホームページ（http：//www.iser.osaka-u.ac.jp/~saijo）における講義の

ページにて公開する予定.   

参考文献 なし（参考文献はその都度指定する）   
成績評価 
受講者には報告をお願いする.その報告の質と年度末の簡単なレポート（10 ページ前後）で成績を評価する   

コメント 
地球規模の公共財供給の問題をどのように経済学的に解決するのかがこの講義の課題である.公共経済学のみ

ならず，メカニズム・デザインの理論，ゲームの理論，計量経済学的手法，ファイナンスの理論オークション

の理論，被験者を用いる実験手法など，さまざまな角度からアプローチする予定. なお，昨年度の「地球温暖

化の経済学」の単位取得者も今年の単位を取得できる.   
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EU 科目名：Comparison of Political Systems  

開講大学での科目名：比較政治システム論  

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

大阪大学大学院国際公共政策研究科 木戸 後期（隔週月曜 4・5 限） 演習室 A 
授業の目的  

ヨーロッパは、単なる地理的概念ではなく、すぐれて価値意識と結びついた概念である。本授業では、ヨーロ

ッパ政治の現状を、静的な政治構造の次元にとどまらず、歴史的ダイナミズムのなかで比較考察する。  

履修条件・受講条件  

ヨーロッパの政治情勢に対する関心が旺盛であること。  

講義内容  

さしあたり、下記文献をもとに「対テロ戦争」の欧州における発現形態を考察した後、ヨーロッパ各国で実施

された各種選挙などを取り上げ、その意義を考察する。具体的な指示は、初回の授業で行う。  

参考文献  

木戸衛一編著『「対テロ戦争」と現代世界』（御茶の水書房、2006 年）  

成績評価 

授業への意欲的参加とレポートの提出。  

コメント  

イラク戦争は、ヨーロッパと米国の政治哲学の根本的相違を明らかにした。暴力的な覇権国家とは一線を画す

「オールド・ヨーロッパ」の政治について、批判的かつ主体的な議論を展開したい。  

 
EU 科目名：Gender and the Law / 開講大学での科目名：ジェンダーと法 
大学・研究科 担当教員 時限 教室 

大阪大学国際公共政策研究科 床谷 後期（木曜 1 限） 演習室 C 
授業の目的  

平成１１年度から１５年度までの演習（女性と法）の対象を拡大し、１６年度から演習（ジェンダーと法）と

して行っている。性、ジェンダー、セクシュアリティーと法律（制度・意識・実態）について考える場とする。

性・性別を規準として社会と法を構成することの意義を検討し、性にかかわる法と政策をテーマとして討議す

る。ＥＵ諸国における動向との比較もしながら、わが国における法システムのあるべき姿について検討する。 

履修条件・受講条件  

家族法、刑法、労働法などの基礎知識を備えていることが望ましいが、法律の知識は十分でなくても、性・性

別、とくに女性と法の関係について考え直してみようという意欲のあるものは歓迎する。ジェンダー法学がは

じめての者は、下記文献を読んでおくこと。 

講義内容  

参加者の関心に即してテーマを定め、受講者による報告を踏まえて、全体で討議する。 

● 結婚制度の問題（同性カップルの問題を含む） 

● 夫婦間暴力（ドメスティック・バイオレンス）と法規制（外国法の検討を含む） 

● 買売春と性的自己決定 

● リプロダクティヴ・ライツとジェンダー 

● セクシュアル・ハラスメント 

● 男女共同参画政策の検討  

教科書   

未定  

参考文献  

辻村みよ子『ジェンダーと法』（不磨書房、２００５年）、福島瑞穂『裁判の女性学』（有斐閣、1997 年）、

戒能民江編『ドメスティック・バイオレンス防止法(尚学社、2001 年）、戒能民江『ドメスティック・バイオレ

ンス』（不磨書房、２００２年）、日本弁護士連合会両性の平等に関する委員会『司法における性差別』（明

石書店、２００２年）、金城清子『ジェンダーの法律学』（有斐閣、２００２年）、浅倉むつ子・戒能民江・

若尾典子『フェミニズム法学』（明石書店、２００４年）、池内靖子・二宮周平・姫岡とし子『改訂版２１世

紀のジェンダー論』（晃洋書房、２００４年）  

成績評価  

単位を取得するためには、出席・報告義務を果たすほか、小論文（１万字程度）の提出が必要である。   
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EU 科目名：International Relations through the Simulation (Cases of the EU and Asia) 

開講大学での科目名：特殊講義（シミュレーションを通じた EU とアジアの国際関係研究） 

大学・研究科 担当教員 時限 教室 

大阪大学大学院国際公共政策研究科 宮脇 後期（隔週水曜 1・2 限） 講義シアター 
授業の目的  

シミュレーションを通した国際関係を研究する。それに際しては、EU を軸とするヨーロッパとアジアの事例を

比較しながら実施する。 

講義内容  

1. シミュレーションの概要の説明 欧州世界と非欧州世界 

2. シミュレーションのテーマとルールの設定 

3. リハーサル 

4. シミュレーション 

5. 再検討会議  

参考文献  

1. 関寛治『 グローバル・シミュレーション＆ゲーミング 』科学技術融合振興財団、1997 年、2. 近藤敦「国

際政治シミュレーションの意義と可能性」『中央大学社会科学研究所年報』5号、2000 年、3. 宮脇昇「『駆け

込み核戦争』は防げるか？」『松山大学論集』2004 年、4. 宮脇昇『ＣＳＣＥ人権レジームの研究』、国際書院、

2003 年、5. R.G.Feltham, Diplomatic Handbook, Longman,1998. 6. Victor Asal, "Playing Games with 

International Relations," International Studies Perspectives, (2005) 6, pp.359-373.  

成績評価  

平常点による。 

コメント  

グローバルなものから６ヵ国協議にいたるまで、これまでいろいろなパターンのシミュレーションを実施して

きた。アクターを担当して交渉のおもしろさと難しさを実感し、国際交渉力をつけてもらえればと思う。欧州

の事例とアジアの事例と比較したシミュレーションを実施することで、両地域の現在と将来を考察していきた

い。[同名特殊講義と同時間に実施する予定]  

 


